
平
成
二
十
九
年
二
月
十
三
日
提
出

質

問

第

六

四

号

沖
縄
県
に
お
け
る
日
本
国
憲
法
の
適
用
開
始
の
時
点
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二

64



沖
縄
県
に
お
け
る
日
本
国
憲
法
の
適
用
開
始
の
時
点
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
七
一
年
、
当
時
の
公
選
の
行
政
主
席
で
あ
る
屋
良
朝
苗
や
沖
縄
住
民
の
期
待
に
反
し
、
佐
藤
栄
作
首
相
と
ア
メ
リ
カ
の

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
を
維
持
し
た
ま
ま
の
、
「
七
二
年
・
核
抜
き
・
本
土
並
み
」
の
返
還
で
合
意
し
た
。

一
九
七
一
年
六
月
十
七
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
た
沖
縄
返
還
協
定
調
印
を
経
て
、
一
九
七
二
年
五
月
十
五
日
、
沖
縄
は
日

本
へ
復
帰
し
た
。

こ
の
間
、
施
政
権
返
還
を
求
め
る
最
大
組
織
の
祖
国
復
帰
協
議
会
は
、
一
九
六
五
年
、
沖
縄
が
日
本
と
切
り
離
さ
れ
た
「
屈

辱
の
日
」
に
あ
た
る
四
月
二
十
八
日
に
大
会
を
開
き
、
日
本
国
憲
法
の
適
用
を
正
式
に
要
求
し
て
い
る
。
当
時
の
沖
縄
は
、
米

統
治
者
に
よ
る
布
告
、
布
令
の
軍
事
法
規
で
支
配
さ
れ
て
い
た
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
以
下
質
問
す
る
。

一

沖
縄
に
お
い
て
日
本
国
憲
法
が
適
用
開
始
と
な
っ
た
時
点
は
い
つ
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
は
、
一
九
六
九
年
三
月
二
十
二
日
の
第
十
四
回
定
期
総
会
で
、
「
日
本
国
民
で
あ
る
百
万
沖
縄

県
民
は
、
当
然
日
本
国
憲
法
の
適
用
を
う
け
、
憲
法
に
よ
っ
て
日
本
国
民
と
し
て
の
諸
権
利
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
、
「
憲
法
の
完
全
適
用
は
祖
国
復
帰
の
実
現
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
沖

一



縄
で
は
日
本
国
憲
法
の
適
用
は
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

沖
縄
の
本
土
復
帰
に
先
立
ち
、
一
九
七
〇
年
十
一
月
十
五
日
、
沖
縄
住
民
の
国
政
参
加
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
沖
縄
の

国
政
参
加
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
沖
縄
で
は
日
本
国
憲
法
の
適
用
は
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

三
に
関
連
し
て
、
日
本
国
憲
法
の
適
用
が
行
わ
れ
な
い
下
で
選
出
さ
れ
た
国
会
議
員
の
地
位
は
、
日
本
国
憲
法
に
よ
り
担

保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

昭
和
二
十
年
の
米
国
海
軍
軍
政
府
布
告
第
一
号
（
「
ニ
ミ
ッ
ツ
布
告
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
沖
縄
に
は
日
本
政
府
の
行

政
権
が
行
使
さ
れ
な
い
も
の
の
、
昭
和
二
十
年
当
事
施
行
さ
れ
て
い
た
法
律
が
、
ニ
ミ
ッ
ツ
布
告
で
い
う
「
本
官
の
職
権
行

使
上
其
必
要
を
生
ぜ
ざ
る
限
り
居
住
民
の
風
習
並
に
財
産
権
を
尊
重
し
、
現
行
法
規
の
施
行
を
持
続
」
す
る
こ
と
が
指
示
さ

れ
、
そ
の
後
復
帰
ま
で
そ
の
ま
ま
効
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
本
土
で
は
昭
和
二
十
二
年
に
改
正
さ
れ
た
民

法
と
戸
籍
法
が
沖
縄
に
は
本
土
復
帰
ま
で
適
用
さ
れ
ず
、
そ
の
間
、
届
出
行
為
の
効
力
を
め
ぐ
る
混
乱
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
こ
の
間
、
沖
縄
の
方
々
の
戸
籍
は
、
ニ
ミ
ッ
ツ
布
告
を
根
拠
と
し
、
日
本
国
憲
法
の
適
用
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
認

識
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



六

五
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
に
日
本
国
憲
法
が
適
用
さ
れ
た
時
点
で
、
遡
及
的
に
昭
和
二
十
年
以
後
に
編
製
さ
れ
た
全
て
の
戸

籍
に
当
時
の
民
法
や
戸
籍
法
が
適
用
さ
れ
た
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

復
帰
前
の
沖
縄
の
戸
籍
を
見
る
と
、
戦
後
も
昭
和
三
十
二
年
一
月
一
日
ま
で
は
大
日
本
帝
国
憲
法
下
の
民
法
に
従
い
、
戸

主
の
も
と
に
戸
籍
が
編
製
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
の
沖
縄
で
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
適
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
認
識
で

よ
い
か
。
も
し
大
日
本
帝
国
憲
法
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
当
時
の
沖
縄
で
は
ど
の
よ
う
な
憲
法
典
あ
る
い
は
基

本
法
に
基
づ
い
て
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

七
に
つ
い
て
、
当
時
の
沖
縄
で
は
大
日
本
帝
国
憲
法
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
な
ぜ
大
日
本
帝
国
憲
法
の
下
で
の

民
法
に
よ
り
戸
籍
が
編
製
さ
れ
て
い
た
の
か
。
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
く
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

九

本
土
復
帰
前
の
沖
縄
の
方
々
に
は
、
日
本
国
籍
が
留
保
さ
れ
て
い
た
と
理
解
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い

て
い
た
の
か
。
当
時
、
沖
縄
の
方
が
海
外
渡
航
す
る
場
合
、
ア
メ
リ
カ
政
府
発
行
の
身
分
証
明
を
携
帯
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
航
海
途
中
の
立
寄
り
国
な
ど
で
国
籍
留
保
に
対
す
る
扱
い
が
一
定
せ
ず
、
無
国
籍
の
扱
い
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た

と
承
知
し
て
い
る
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


